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九州工業大学の育ての親

山川 健次郎
1854-1931

九州工業大学の生みの親

安川 敬一郎
1849-1934

明治専門学校は、教育のために私財を投じた実業家安川敬一郎の
崇高な志と、それに賛同した当時東京帝国大学総長であった

山川健次郎の多大なる尽力によって創建された。

「技術に堪能なる士君子」の養成
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●3キャンパスに2学部3大学院を設置
●学部生4,179人、大学院生1,649人の計5,828人の学生が在籍



48.３% ４.４%

1.２%

※2025.4学部入学者985名（編入学を除く）

2８.１%

３.１%

福岡 近畿

四国

東海

関東
以東

九州・その他

入学者は全国から

福岡県外からの

入学者が51.７％
1１.4%

中国
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地域別入学者数



学
部

入試
区分 2022 2023 2024 2025

工
学
部

前期 2.27 2.08 2.53 2.41

後期 5.60 6.05 5.80 6.02

情
報
工
学
部

前期 2.50 2.53 2.32 2.48

後期 7.72 8.53 7.39 7.09

志願倍率

学
部

入試
区分 2022 2023 2024 2025

工
学
部

推薦
Ⅰ 1.99 2.19 2.39 2.98

推薦
Ⅱ 3.42 3.62 2.95 4.76

情
報
工
学
部

推薦
Ⅰ 2.88 2.95 2.55 3.11

一般選抜 学校推薦型選抜



九州工業大学ビジョン2040

未来を思考する「モノづくり」と「ひとづくり」を推し進め、最先端の技術と人材で
世界にインパクトを与えるイノベーション創出大学となる（Impact the Next Industry）

教育と研究の好循環

■世界から注目される研究

■研究の加速化・大型化

■研究環境・制度の整備

■研究支援人材の集積・育成
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）

研
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■専門性と人間性の両立

■課題発見・解決力

■自律的・継続的学び

■多様性と協働
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■支援人材の集積・育成
（実証支援／創業支援）
■実装環境の整備
（未来思考実証センター）

■GCE教育
（多文化共修／海外派遣）
■アントレプレナーシップ教育
（経営マインド／自主性）

J-PEAKS事業
（5年55億円）

ソーシャル
インパクト事業

社会実装への支援
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大学ポートレートは、データベースを用いた大学の教育情報の公表・活用のための
共通的な仕組みとして、次のことを目的としています。
• 大学の多様な教育活動の状況を、国内外の様々な者にわかりやすく発信する

ことにより、大学のアカウンタビリティの強化、進学希望者の適切な進路選択支
援、我が国の高等教育機関の国際的信頼性の向上を図る。

• 大学が自らの活動状況を把握・分析するために教育情報を活用することにより、
エビデンスに基づく学内のPDCAサイクルの強化による大学教育の質的転換
の加速、外部評価による質保証システムの強化を図る。

• 基礎的な情報について共通的な公表の仕組みを構築し、各種調査等への対
応に係る大学の負担を軽減することにより、大学運営の効率性の向上を図る

大学ポートレートの目的

（大学ポートレートについて｜大学ポートレートWebサイト）

https://portraits.niad.ac.jp/about/index.html
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受験情報サイトA
九工大HP・SNS
受験情報サイトB
大学ポートレート

本学入学者へのアンケート結果では、受験にあたって
大学ポートレートを参考にした学生は少ない。

「進学希望者の適切な進路選択支援」
に対する現状
九州工業大学への入学者が受験に当たって参考にした情報誌やメディア

出典：入学者意識調査アンケート
（複数回答可）回答者

数合計
929 960 954 957



「エビデンスに基づく学内のPDCA
サイクルの強化」に対する現状

 国公立大学情報活用サイトを入試、
退学率等の分析に活用

 大学ポートレートWeb-API機能の
学内システムとの連携可能性

しかし、
 データソースが学校基本調査のみであ
るため、分析の深掘りのためには追加
データと組み合わせる必要

2024年度の九州工業大学への
入学者の出身都道府県（高
校）のうち、福岡県以外の出身
者の分布状況



「各種調査等への対応に係る大学の負担
を軽減すること」に対する現状

本学にはデータなし。
しかし、ネットニュース等では
大学ポートレートを活用した
記事が散見されるようになっ
ている。

https://powerranking.jp/international-student-ratio/#index_id0

大学ポートレート・大学情報基盤センター活動概要 2024

https://powerranking.jp/international-student-ratio/#index_id0
https://powerranking.jp/international-student-ratio/#index_id0
https://powerranking.jp/international-student-ratio/#index_id0
https://powerranking.jp/international-student-ratio/#index_id0
https://powerranking.jp/international-student-ratio/#index_id0
https://portraits.niad.ac.jp/files/AnnualReport2024.pdf
https://portraits.niad.ac.jp/files/AnnualReport2024.pdf


大学ポートレートにおける公表データ
作成に係る学内フローの現状

NIAD-QE
からの作業依頼

学内用調査票
作成・各課依頼

回答様式
に転記

学生支援系部署

教務系部署

学生支援系部署

担当部署を基準に
した様式を作成

Excel調査票は学部・研究
科毎に１ファイルとなっている
が、データ入力担当部署が
複数にまたがっているため、
学内用調査票を作成※し、取
りまとめ後にNIAD-QE様式
への転記を行っている。
※Microsoft 365 SharePointを利用してNIAD-QE様
式を直接共同編集する方式に変更することを検討中
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今後の大学ポートレートへの期待①
■データベースとしての価値を向上させる
「大学ポートレートは、データベースを用いた大学の教育情報の公表・活用のた
めの共通的な仕組み」であるという特徴を推し進めて、国公立大学情報活用サ
イトへの掲載情報の充実などを図ってはどうか。
例：大学ポートレートWebサイトに掲載されている数値データや、

標準修業年限内卒業（修了）率など比較的に定義が変わりにくい指標 など

関連する大学ポートレートの目的
（2）大学が自らの活動状況を把握・分析するために教育情報を活用することにより、エビデン
スに基づく学内のPDCAサイクルの強化による大学教育の質的転換の加速、外部評価による
質保証システムの強化を図る。



今後の大学ポートレートへの期待②
■各種調査に係る大学の更なる負担軽減
現在でも大学基本情報（https://portal.niad.ac.jp/ptrt/table.html）として
データの公表を行っているが、これを一歩進めて、国公立大学情報活用サイト
（大学情報分析レポート）のような可視化ツールを一般向けに公開することを
検討してはどうか。
関連する大学ポートレートの目的
（3）基礎的な情報について共通的な公表の仕組みを構築し、各種調査等への対応に係る
大学の負担を軽減することにより、大学運営の効率性の向上を図る

■大学ポートレートへの入力負担の軽減
Excel様式のアップロードだけでなく、Web入力やCSV取り込みなど、入力方
式の多様化をしてはどうか。



未来を思考する「モノづくり」と「ひとづくり」

ご清聴ありがとうございました。


